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息子が手を離した初めての朝 
浜崎登志子 

 

もう 50 年くらい前に 

私もまだ若かった時に 

ママ友と息子の幼稚園に向かった初めての朝 

ジーンズの制服を着た息子と友達 

 

角を曲がると 

すぐ幼稚園が見えてきた 

門の所で先生達が待っておられる 

息子は突然、私の手から離れた 

園に向かって走り出したのである 

どんな気持ちで走り出したのだろうか 

その走るうしろ姿が忘れられない 

ああ 

私の手から離れていったのだ 

心の中で涙が静かに流れた 

 

知らない子は母親の手をしっかり握って 

泣き出す子もいる 

母親の手から離れたくないのだろう 

その子の母親はつらかったに違いない 

 

私は園に向かって走って行く息子の姿が 

うれしくもあり悲しかった 

こうして息子はこれから何回も何回も 

私から離れていくのだろう 

 

あの日からどれだけの日が過ぎたろうか 

今ではおじさんである 

 

 

 

 

                                   川口さん 






